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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
十
七
条
第
四
項
及
び
第
二
十
七
条
第
七
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
四
年
一
月
十
一
日

二

別
表
第
五
第
三
種
の
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
四
年
三
月
一
日

三

第
九
条
第
一
項
第
二
十
号
イ
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
条
及

び
第
十
三
条
の
規
定

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

（
製
造
所
等
の
許
可
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造
所
、
貯
蔵
所
若
し
く
は
取
扱
所
又
は
現
に
消
防
法
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造
所
、
貯
蔵
所
若
し
く

は
取
扱
所
で
、
こ
の
政
令
に
よ
る
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
以
下
「
危
険
物
規
制
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第

一
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
四
百
五
号

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
六
条
の
四
並
び

に
別
表
第
一
第
一
類
の
項
第
十
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付
加
物

第
九
条
第
一
項
第
二
十
号
イ
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
」
の
下
に「（
次
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
項
第
一
号
の
二
の
表
の
第
一
号
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
の
二
中
「
第
四
号

及
び
第
四
号
の
二
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
第
一
号
の
二
」
の
下
に「（
第
二
項
に
お

い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
一
項
第
四
号
」
の

下
に「（
第
二
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同

条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
（
浮
き
蓋
付
き
の
特
定
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
に
係
る
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
に
限
る
。）の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
、
第
四
号
、
第
四
号
の
二
、
第
六

号
か
ら
第
七
号
の
二
ま
で
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
の
二
ま
で
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
及
び
第
十
七
号
の

規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

浮
き
蓋
は
、地
震
等
に
よ
る
振
動
及
び
衝
撃
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
総
務
省
令
で
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

二

浮
き
蓋
付
き
の
特
定
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
（
不
活
性
ガ
ス
を
充

し
て
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
も
の

を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
は
、
可
燃
性
の
蒸
気
を
屋
外
に
有
効
に
排
出
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ

と
。

三

浮
き
蓋
付
き
の
特
定
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
に
は
、
浮
き
蓋
の
状
態
を
点
検
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

四

浮
き
蓋
付
き
の
特
定
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
う
ち
、
そ
の
配
管
内
に
気
体
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、

当
該
気
体
が
タ
ン
ク
内
に
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
浮
き
蓋
と
し
て
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の
を
備
え
た
も
の
の
配
管
に
は
、
当
該
気
体
が
タ
ン
ク
内
に
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
浮
き
蓋
に
損
傷
を
与

え
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
総
務
省
令
で
定
め
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
四
項
中
「
メ
タ
ノ
ー
ル
」
の
下
に
「
若
し
く
は
エ
タ
ノ
ー
ル
」
を
加
え
、「
こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改

め
る
。

第
二
十
七
条
第
七
項
中
「
こ
れ
」
を
「
エ
タ
ノ
ー
ル
若
し
く
は
こ
れ
ら
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
第
三
種
の
項
中
「
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
」
を
「
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
」
に
改
め
る
。

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中「（
電
子
申
請
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
申
請

を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
三
万
二
千
三
百
円
）」を
削
り
、
同
条
第
二
項
中「（
電

子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
万
三
千
五
百
円
）」を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
電
子
申
請
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
行
う
申
請
を
い
う
。）を
し
た
者
が
納
付
す
べ
き
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第

三
項
（
同
法
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

民
事
訴
訟
法
及
び
民
事
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
四
百
四
号

民
事
訴
訟
法
及
び
民
事
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
民
事
訴
訟
法
及
び
民
事
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
附
則
第

一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

民
事
訴
訟
法
及
び
民
事
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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